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( 1 ) 与 式 = - 5 - 2

二凸
(2 ) 与式 = 3 a + 3 b - 2 a + 2 b

= a t 5bmm
(3) 与式 = 8m
( 4 )

辺 の 数は 6感

ー
— _

ーーー

(5 ) 与 式 = ( 2x + 3 Y ) (2 x - 3 Y )
～

( 6 ) 人 と

←

入 Y = _ 3x- 1 と Y = 3xtmm
Y軸 で対称

…

〉x

Y = -3x - 1



( 7 )
Y = 50x2

グラフより Y の 変域は、ッ感 0 冬 YE 45
mmn

‰
x の変域

( 8) 最頻値が 12. 5 m なので、 度数が 最 も 大 きい

階級 は 10
.

0 m以上 15
.

0m 未満 である。
したがって

a , b ー ①
また 、

1 + 5 t at b + 3 = 20

より
a tb = 11 ー ②

よって ①
,
② を 満 たす la , b) の 組 は

(a , b ) = ( 11 , 01
,
( 10 , 1 )

、 ( 9, 2) , 18 . 3 ) ,

( 7. 4 )
,
( 6 ,5 )

の 6通 り
mm

19) ABIBC であるから 、
BC が 斜辺 となること

はない

(; ) ABが斜辺 のとき

8
* 三平方 の 定理 より

x x =√8 ー)
2
=√64 -3一

BI
0
c

= 217 =√28 =2



Lii ) AC が斜辺のとき
BJ

8
λA 三平方 の 定理 より
: x x =√82

“
√640= 10ー

C
= 10

よって x = 27
,
10

mm

必斜辺は 直角三角形で 最も長 い辺である
ABIBC であるから 、 BCが斜込 となることは
ないが 、 AB ( = 8 cm) と CA ( = xcm) の 大り 、関係
は分 からないので AB が 斜辺のときと 、 CA が

'

斜辺 のときでそれぞれ x を求 める

( 10 ) さいころの 出 る 目 は 、全部 で 6 × 6 =36通
り

B は x = 2 上 の 点
8 a =6

C は x = 1 上 の 点
である

@ a = 5

Q a =4 左国 のように a = 1
,
2
,
3 のとき

C の Y 座標 は O または 負 に
a =3 wー

@ a = 2
なるので 、 不適～
ム

B ≡ Oとなるが、 b は
0 a = 1

さいころの 目 なので
、

1 ～ 6 のいずれか
2

よって 不適

一方
、
G = 4 , 5, 6 のとき 、

b = 2
,
4
,

6 となるため
、

C の Y 座標 として適する



よって 、 AB . C が 1 つの直線上となるのは 3 通
り

だから
、

求める確率 は ノ
(a , b) = (4 , 2 ) , 15 . 4)吾熟 ( 6

.

6 )

の 3通り
22

( 1 ) グラフから
、

x = 20 のとき
、

電車 が 自転車 に
追いつく

、

電車 は 、 x だから、 x = 20 を代入
して

Y=δ× 202

= 18 × 400

= 120

よって 、地点 P から 120mm 離れた地点

(別解 )
自転車 は 、 Y = 6 xだから

、

x = 20 を代入 して
Y = 6 × 20
= 120

よって 、地点 P から120mm離れた地点

(2) Y = x㎡ において 、
x= 10 のとき 0 × 10 = 30

x = 20 のとき Y = ℃ ×202 = 120



よって 、10秒間 m で90 m
進

んだから 平均 の速さは
20 - 10 120 -30

90 ÷ 10 = 9 : 、秒速9
mm～

(3)

自転車 と電車 が 30 m 離れる
ときの 時間 を t とする

電車 の 距離

Y = 18 ℃
～

=

、8ピーの

こ彰ーこの
”自転車の距離
Y = 6 x = 6 t ー②

① と ② の 差 が 30m だから

10t - 6 t = 30

⇒ 3 t ー 60 t - 300 = 0

⇒ 七- 20 t- 100 = 0

⇒ ( 七- (0 )
~
= 0

:
、 t = 10

t の 範囲 は 、 0 社 E20 より 条件 を満たす
よって 10秒後
mmm



(4 ) Y ≡ 150 を Y = 6x に代入 して 求 めた x の 値

からの値u!5に
代入して求めた 正 のx

3
.

() 国 3 より 4段目 は
(a) 横向 き … 3

斜 め向 き … 8

棒 の 本数 … 3 + 8 = 11

℃飛飛3飛
8
い

規則性 から

横向 き … 段目 = 1

斜め向 き … 段目 × 2

よって 、 5段目 は

横向 き … 5 - 1 ≡ 4 ーの

斜 め 向き … 5 × 2 = 10 ー ②
-

“ ( ア) =① ← ② = 1点

また 、 n段目 は

横向 き = (9 ) = n -
tmm



(b )

や飛感監算影
5 段目 までの 棒 の 本数= 2 + 5 +8 + 1 ル + 14

= 40

6 段目 までの棒 の本数 = 2 + 5+ 8 t 1 + 14 + 17
=57

したがって 、6段目 までタワーを 作 ると
、
54枚を

超 えてしまうので最大 5 段目
～

～まで 作 ることができる

(2 ) (a )

2本 い本 → 13本

5本 8本 → 13本

8本 5本 → 13本
11本 2本 → 13本

谷段の 棒の本数は、 それぞれ 13~
ウ段目 × 3 ～ 1

ー
の目→θ 段目 ×3ー 1

8本

段目× 3 - 1

ー
0 2本 → 3 n - 1 + 2 =3 n + 1

m述
nx 3 -= 3 n - 1



n 段 のモデルの 場合
、

各段の棒 の本数は、
それぞれ 3 n + 1 本
ma

( b ) 20 段のモデルの 場合
、

各段 の棒 の本数 は
、

それぞれ
3 × 20 t 1 = 6 1 本

→ 61本
→ 61本
→

:
!1 本20段

:
=

20
→61本

1
よって 1 段目 ~ 20 段目 の棒 の 合計 は

61 × 20 = 1220本

したがって 20 段 のタワーをつくるために 、
必要な

←

トランプの 枚数 は

1220 ÷ 2 = 610枚
m



4
し) 点 A と 点 E の x 座標 は等 しく

、

3 である
。

また
、

点 E はと = ーx 上 にあるから

Y ミー 3 . . E(
3

. - 3
)

(2)
点 A は Y = 3x 上 にあり

(3,9) x = 3 だから

Y = 3 × 3

! = 9
. : A (3

.
9 )
～

ノ よって AE の長 さは

ー 12 / 悲熱 )
(3
,
-3 )

ロ AEFG は 正方形 なので 、 AE = EF
ー

点巨 と 点下 の Y 座標は 等 しく 、 一 3 である
。

また
、
点 F の x 座標 = 点 E の x 座標 + 12
～

～ ょり15
よって F ( 15

,

- 3 )
～

AF の 式 を Y = Axtb とお CE
、
A (3 . 9)

,

F (15
、

-3 )

を通 るから
9 = 3 atb ー ①

- ) - 3 = 15atb ー ②
12 = - 12a

a = - 1



a = ー 1 を ① に 代入 して

9 = -3 tb ⇒ b = 12

よって 、 求める 式 は 、 Y = - xt 12
mw

(ろ )

AB の 長 さを t とおく

(3,9 )
DA BCD は 正方形 より
AB = BC : BC =
m

(tt3
,
≠ (tt3 ) ) したがって

、

点 C の x 座標 は

t + 3 であり =≠ x上

にあるから

y =上 ( tt3 )

等C (

t + 3 ,≠ctt 3 )mnin 点 B と 点 C の Y 座標

T
“ よって
t
I (t +3 ) ft = 9

TB「

( ≠ 1tt
3) ⇒ ませ t ② + t = 9

0
巨 3 t = 五5

∴ = 5 ～
～



よって
、
求 める 体積は

ー
5
、
、

5×5 × π × 5
5 = 125T
πー

( 4 )

OA = N32=√9+81+
= 3向 =√9o =31o

. なので 、 点 Pの位置 に
9

∞ P かかわらず一定 である 。

」 したがって AP + PO の
(31

長さが最 り 、 となれば

良い

ー
12
1丁

12
A
1

⑧

P



国 のように 、 直線 GF を 軸 の 対称 として 点 A と 対称
な 点 を A

'

とする
OPAA

'

は 二等辺三角形
~

～なので AP = A ' P
↳G は AA

'
の 中点で 、 AA 'IGF より

よって

AP + PO = A
'

P + PO

A
'

PTPO が最り 、 となるのは 、 A' P
.

O が 同一直線
上 にあるときである 。

A
「
の x 座標 = A の x座標 + 24

= 3 + 24
= 27

A ' の Y 座標 = A の Y座標
= 9

:
. A
'

( 27 , 9 )
直線OA ' の 式 を Y =mxとおくと 、

9 = 27 m : m = 五
したがって 、OA に =☆ x で P のx座標 は15

～だから

y =☆ × 15
A の x座標 + 12

= 3 t 12 = 15
= 5

よって P ( 15, 5)
mmm



5
() LAEB は 直径 AB に 対 する 同周角 だから

LAEB = 90~~

(2 )

(a ) AC = AC ,
LDCA = LECA

,
DC ≡ EC より

2組 の 辺 とその間のとがそれぞれ等しい

( b )
OAED と D OEBで
AEE に対 する 円周角 だから
LADE = LOBE ーD

ODAC ≡ LEAC だから
LDAE = 2 LBAE ー②
ー

BE に対する 中心角 と円周角
だから
LBOE = 2 LBAE ー③

②
,
③ から
LDAE = LBOE - ④

①
. ④ から

、
2組 の

角

がそれぞれ 等 しいので 、
OAEDS 0 O EB (証明終わり )

、



(3 )

相似な 三角形 の 面積比は
相似比 の 2 乗 に 等しいのでで

OAEDA
- 00 EB = 52 : 32

= 25 : 9
よって

25 × 0EB = 50 × 9
: :00=

= 18
～

DOEB と LAEB の 底辺 をそれぞれOB , ABE
すると 、 高 さは 等しいので、面積比 は底辺比 と等 しい
よって
00- OAEB = OB : AB

= 1 = 2

⇒ LAEB = 36 cm
㎡

～

(4 ) (2 ) (a ) より ODAC ≡ LEAC
ー

8 だから 、対応 する辺 の長さは

ー 等しいので 、
ーーーの、 DA = EA
\ チ :

: EA =fommmum
8 I



OACD と OECB において ABIDE より
LACD = LECB = 9ーの

AE に 対 する 円周角 は 等 しいので
LCDA = LCBE ー ②

の
②より 2 組の 角 がそれぞれ 等しいので 、
OACDS OECB

.

対応 する 辺 の 比 は等 しいから
ACCE= AD : EB

= 8 = 4

: : AC : C = 2 :
tmmiin
ー ③

ここで O AEB は LAEB = 90 '

の直角三角形 であるから
三平方 の 定理 より

ー485 一悲 =8 =√64+
t

\
8

千 2 =「fo
* ≡ 4√5 cm

= 4√5～

ここで 、OAEB
の面積 は 、底辺 をAE

、

高さを BE
とすると

I 48 × 4 = 16cmmmm
ー ④

底辺 を AB
高 さを EC とすると 、

上 × 4√5 × EC = 2 √万 × EC ー⑤



④=⑤ より

2√5 EC = 16

EC = 2 “5⑤
多 =

=等 cm

③ より

ー 4√5
ー 丂

等興 、笠”ー 邶
5

\

よって

45一 = 望
m

したがって

AC = CB =: 等
= 16 : 4

= 4 = 1
mm


